
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２５２４２２１９１３１１５３２１２７2６ 2５２３ 2１２０１５１４ 1３１１９ ７
「
『
運
・
不
運
』
に
寄
す
Ｉ
作
者
池
田
源
尚
の
こ
と
」
八
木
喜
一
７
日一元
「
農
村
演
劇
に
就
い
て
」
栄
多
谷
三
良
週
日
３
回
完
短
篇
「
伐
採
場
か
ら
」
宮
田
三
千
秋
ｎ
日
８
回
完
「
加
賀
方
言
の
短
歌
ｌ
芥
川
龍
之
介
氏
の
こ
と
」
う
た
の
か
み
ｕ
日
一元出版
文
化
協
会
全
国
業
者
を
会
員
に
活
動
開
始
（
記
事
）
「
歌
に
生
く
る
心
」
本
田
尹
吉
肥
日
３
回
完
「
半
可
通
」
岡
田
偵
子
「
敗
戦
を
語
る
文
学
者
」
古
谷
綱
武
別
日
２
回
完
「ききらぎ芸談ｌ浄瑠璃を中心に」大坪品一路日２回完
童
話
「
消
え
た
荘
介
石
」
滝
本
友
治
「
新
葉
集
の
雑
考
『
あ
り
そ
海
の
』
御
歌
の
検
討
」
三
輪
国
治
３
月
１
日
３
回
完
「
文
学
精
神
に
就
て
」
野
口
富
士
男
邪
日
完
「四十五歳の新人」（☆桜田常久の芥川賞）薔薇人
「
白
翠
氏
の
姿
」
竹
部
侶
岫
４
日
２
回
完
「車中微苦笑記」十和田操
短
篇
「
白
き
道
」
小
山
内
ふ
み
加
日
９
回
完
次
の
連
載
小
説
作
者
・
貴
司
山
治
の
辞
（
☆
記
事
と
も
）
「
亜
細
亜
は
明
け
る
」
貴
司
山
治
６
月
泌
日
Ⅲ
回
完
「
課
題
と
回
想
（
白
翠
へ
の
手
紙
）
」
関
沢
源
治
泌
日
４
回
完
「
水
上
滝
太
郎
第
三
回
配
本
を
読
ん
で
」
市
原
綾
子
「
映
画
雑
記
・
時
代
精
神
の
消
化
」
楢
崎
勤
「
映
画
雑
記
・
戸
田
家
の
兄
妹
」
楢
崎
勤
「
総
持
寺
と
禅
恵
の
考
」
三
輪
国
治
四
日
３
回
完
「
白
翠
号
に
寄
す
」
市
江
雨
帆
詩
「
浅
春
譜
」
福
田
淳
了
６
１０６５２８
５４
２７２４２１２０１９１７１６１４１３１０４３２１７１１９８５３０２８ 2７
「
国
内
文
化
の
支
流
」
打
木
村
治
詩
「
糞
尿
車
」
福
田
淳
了
「
早
春
哀
歌
」
山
村
幸
一
刈
日
２
回
完
「
日
本
語
の
発
音
」
平
岸
完
－
４
月
１
日
完
「金魚を放つ」尾形鐸
「
政
治
の
理
想
と
現
実
」
岡
良
一
４
月
７
日
２
回
完
「新劇の前述」黒白仙
金沢文学会、活溌に文化運動へ（☆記事）
「
芸
術
院
の
動
き
」
柳
亮
砠
日
４
回
完
「
続
日
本
語
の
発
音
」
平
岸
完
一
別
日
４
回
完
「林政武氏著『緑地帯』を読む」葛西慶太郎
「
国
語
国
字
整
理
、
統
一
の
国
策
に
そ
ふ
」
稲
垣
伊
之
助
「
剣
」
舟
川
栄
次
郎
６
日
２
回
完
「
出
版
界
の
断
層
を
観
る
」
植
原
路
郎
ｎ
日
２
回
完
金沢文学会の平賀源内研究会（☆記事）
「〃緑地帯〃」大石直江
「
文
章
の
妙
味
『
緑
地
帯
』
を
読
ん
で
」
高
島
米
峰
「
旅
を
思
ふ
」
田
部
重
治
ｎ
日
５
回
完
「
魅
力
の
筆
」
奥
野
他
見
男
泌
日
４
回
完
「
『
蓮
如
忌
』
の
習
俗
」
長
岡
博
男
皿
日
５
回
完
金沢文学会・芥川實作品研究（☆記事）
「
軽
妙
〃
緑
地
帯
〃
読
後
感
」
若
松
一
美
刈
日
２
回
完
力
作
「
村
長
日
記
」
の
新
鋭
作
家
・
岩
倉
氏
郷
里
の
高
瀬
村
に
帰
着（☆記事）
「緑地帯の再読」うたのかみ
「
親
切
な
気
持
ち
」
宮
本
百
合
子
９
日
２
回
完
「
歴
史
と
地
理
」
保
田
与
重
郎
９
日
３
回
完
「
成
長
し
た
前
進
座
」
佐
藤
吉
次
加
日
３
回
完
四
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７
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「結婚前の娘」真杉静枝
次の夕刊小説「楠木正成」楠田敏郎・作者の言葉（☆記事）
「
海
南
の
疾
風
」
大
林
清
Ⅲ
回
完
「科学論争の教示」青野季吉
「
楠
木
正
成
」
楠
田
敏
郎
Ⅳ
年
Ⅲ
月
皿
日
Ⅲ
回
完
７
緑
地
帯
〃
を
読
ん
で
」
春
藤
俊
平
妬
日
４
回
完
次の愛国小説「七つの海」鶴見祐輔・作者の一一一一口葉（☆記事）
「
音
楽
を
聴
か
せ
た
い
」
若
山
喜
志
子
「
七
つ
の
海
」
鶴
見
祐
輔
Ⅳ
年
２
月
８
日
Ⅲ
回
完
「独ソ開戦の東亜」尾崎秀実
「
芳
醇
の
味
ひ
〃
緑
地
帯
〃
を
読
ん
で
」
梅
崎
卯
之
助
「
国
民
性
と
科
学
的
熱
情
」
青
野
季
吉
尾山篤二郎・来沢（☆記事）
「
映
画
評
『
虞
美
人
草
こ
む
ら
・
て
つ
じ
「
松
竹
家
庭
劇
の
事
な
ど
」
佐
藤
吉
次
泌
日
３
回
完
「
万
葉
に
生
き
て
」
嶋
尾
正
一
妬
日
３
回
完
「
新
音
声
言
語
」
野
村
豊
蕊
釦
日
４
回
完
童
話
「
鈴
木
さ
ん
と
『
み
さ
、
姫
Ｅ
水
谷
ま
さ
る
８
月
Ⅳ
日
４
回
完
「東亜外交の新段階」尾崎秀実
「
弘
法
筆
を
択
ぶ
」
上
原
定
漬
６
日
完
「
夏
日
随
草
」
南
田
耕
朔
６
日
完
「
恒
性
皇
子
御
事
蹟
考
」
三
輪
国
治
ｎ
日
５
回
完
「
学
者
の
二
類
型
」
前
田
正
人
８
日
３
回
完
「
万
葉
史
話
」
与
林
秀
夫
８
日
完
「
万
葉
随
草
」
角
川
源
義
Ⅲ
日
完
「労作の意味」宮本百合子
「祖国と家庭の問題」青野季吉
1０
１２９２６２３
９
９７１２８２７２４２１１９
１１
１５１２１１８５７４ 2１２０１３ １２１１
筆陣で海へ前進、作家連で「黒鉄会」結成（☆記事）
「
俊
頼
の
歌
一
二
」
高
安
周
吉
泌
日
３
回
完
童
話
「
せ
み
時
雨
」
み
ね
、
あ
き
を
「
俳
句
と
俳
論
」
竹
部
侶
岫
幻
日
３
回
完
「
国
語
問
題
篇
を
読
む
」
平
岡
伴
一
羽
日
完
「国際情勢と危機自覚」尾崎秀実
童
話
「
木
魚
」
み
ね
．
あ
き
を
「方一一一一口研究といふこと」馬瀬晋、日完
「
井
上
翁
を
語
る
」
広
瀬
喜
太
郎
ｎ
日
３
回
完
「
文
化
と
は
何
ぞ
や
」
青
野
季
吉
「召果君を悼む」（☆俳句７句）上方蠣麿
「
時
局
と
立
正
精
神
」
加
藤
義
勝
咄
日
４
回
完
「俳句精神」小松砂丘
「
茶
と
芸
術
」
光
明
寺
孫
太
郎
童
話
「
お
月
様
の
お
話
」
寺
崎
早
苗
別
日
３
回
完
詩
「
稲
刈
」
つ
ち
だ
・
み
の
る
童話の白嶺社、真蟄な歩み（☆記事）
「
北
国
歌
壇
、
選
者
の
言
葉
」
楠
田
敏
郎
「国民の勘と社会戦の段階」尾崎秀実
「ゆたかに高かれ地方文化」中村武羅夫
「
歌
謡
の
発
生
と
作
家
精
神
」
藤
平
利
如
「
長
沙
を
し
の
ぶ
」
姫
野
誠
二
「
言
語
と
民
族
性
」
前
田
正
人
「茸の方一一一一口」織田喜水
「
聴
泉
遺
作
展
、
文
協
俳
画
展
評
」
山
秋
居
９
日
完
「一一一一百葉・言葉」井上幸夫、日完
「寒露白蔭」（☆俳句咀句）大坪銀蛙
「
月
夜
に
想
ふ
」
中
山
と
め
子
山
山
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１
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「国民娯楽と義理人情」青野季吉
「郷土わらべ歌」木谷与作
「
常
楽
院
日
経
の
私
考
」
三
輪
国
治
昭
日
５
回
完
童話「トピイのお友達」（無署名）
「高道夕咲人氏の続走馬燈出版記念記」井沢芹風
「
竹
札
讃
」
姫
野
誠
二
四
日
３
回
完
「感激」（☆短歌砠苣小林守直
「時局を詠む」楠田敏郎選
「俳句」小松砂兵選
「新春賦」（☆短歌７重桜井厳道
「北国俳壇」小松砂丘選
「万葉集に現はれた馬ｌ越中と家持と馬と」和田徳一
「馬百説」山下豊三
「馬随筆」水木与作
「僕と馬」礒幸次郎
「馬に学ばむ」大塚親
「馬随筆」高安周吉
「馬に聴きたい」菊盛安
「北国俳壇」西尾舷栄子選
「北国俳壇・美川錨吟社抄」
「北陸人は読むｌ金沢は一人冊六銭の図書購入費」（☆記事）
「北国俳壇」小松砂丘選
「東条声明の批判」清沢例
「次の小説『第二の感激』戸川貞雄・作者の一一一一口葉」
「総選挙と翼賛会」ろう山政道
昭
和
十
七
年
８６５４３
ノ１０１９１２２９２８２４１５９２０１１４２９２０１６１２８５１３５４３１８１５ 1４
「
第
二
の
感
激
」
戸
川
貞
雄
８
月
９
日
川
回
完
「大東亜戦争いろは歌留多」
「北国俳壇」山本素律選
「おしゃべり薬」三橋監物
「高き想念の中にｌ開かれた北陸文化協議会」
「
慰
問
文
学
の
提
唱
」
野
島
茂
義
四
日
完
「
季
花
集
所
見
の
越
中
の
歌
」
三
輪
国
治
７
日
３
回
完
「浅春抄」大坪銀蛙
「科学の地獄だ」石川達三
城端文化協会結成（☆記事）
「越中の桜」進野久五郎
「桜と薬」山下豊三
「桜の絵」松元三郎
「
春
雪
の
立
山
に
殿
ふ
」
村
杉
正
一
郎
四
日
３
回
完
「大陸の花嫁」坂井菊雄
「
野
草
の
科
学
」
中
沖
太
七
郎
５
月
２
日
３
回
完
「満鮮視察」高田源清
「新体制の創造」室伏高信
「
越
中
と
山
椒
魚
」
植
木
忠
夫
泌
日
３
回
完
「北国俳壇」山本素律選
「翼賛体制の完備」空伏高信
「活躍する作家部隊三☆レポート記事）
「
小
泉
八
雲
に
つ
い
て
」
田
中
武
彦
７
月
４
日
７
回
完
「南方の教育問題」山田文雄
「
五
箇
山
の
伝
説
と
史
考
」
三
輪
国
治
犯
日
完
「文化新体制と地方文化運動」高橋健二
「
山
河
一
望
」
片
岡
鉄
兵
ｎ
月
別
日
Ⅲ
回
完
「世界観の問題」室伏高信
四五
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１１７２８２７２６１３
１
１ １２１１
１８１５１３８５２３０７２５
１０
２２１９１０３1１８４
「新年文芸」（短歌、俳句）
「
万
葉
集
に
見
る
歳
旦
」
和
田
徳
－
５
日
完
「
高
岡
文
協
の
運
動
に
つ
い
て
」
入
木
喜
一
、
日
２
回
完
小説も力作揃ひにｌ雑誌の減頁で文報が徴飛ばすＩ（☆
記事）
「決戦第二春小一一一一口」桜井忠温
「市町村の行事」暁烏敏
「日本よ勝て」生田花世
「戦争、文芸、新聞」鴨居悠
「短歌随感」岡上梁
「
短
歌
の
持
て
る
日
本
民
族
性
」
与
林
秀
夫
週
日
３
回
完
「銭五生誕百七十年記念・北国俳句大会十月二十五日」
「女性と書道」生田花世
「文化の高揚」
「文化の方向」蒲生欣一郎
「次の時代小説・造弊局・土師清二・作者の一一一一口葉」
「
造
弊
局
」
土
師
清
二
肥
年
７
月
６
日
Ⅲ
回
完
「
白
秋
を
億
ふ
」
長
田
恒
雄
ｎ
日
２
回
完
「
勝
鬮
」
長
谷
川
幸
延
肥
年
６
月
ｎ
日
Ⅲ
回
完
戦時生活に重点・高橋健二氏七尾で語る（☆記事）
「八日の史的考察」志田延義
「
銃
後
文
化
の
躍
進
」
新
居
格
ｎ
日
２
回
完
「ジャワ敵前上陸の日」浅野晃
「理想の妻とは」生田花世
「理想の夫とは」生田花世
昭
和
十
八
年
７
４
１
６５４
２７２２１６８２２１２１１１２２１２６４１３１３０２２２１１８2１２０ 1８１１７
「
伝
唱
童
謡
考
」
高
道
夕
咲
人
四
日
完
「地方文化の問題」蒲生欣一郎
「
現
代
俳
人
の
使
命
」
木
勢
青
嵐
妬
日
２
回
完
「草上同人の蝉葬錠し句を評す」市江雨帆
「
立
山
と
川
田
順
先
生
」
小
又
幸
丼
４
月
３
日
３
回
完
「新しい女学生」生田花世
「
戦
記
文
学
に
就
て
」
北
野
一
郎
「浅春（６句）」中塚一碧櫻
「日本とビルマ」高見順
「さらがみ抄」杜山清一
詩
「
天
長
節
観
兵
式
陪
観
に
浴
し
て
」
森
三
千
代
「八乙女山を緯る伝説」安田庄次郎
白椿出版記念（☆記事、高岡、新詩社の系統）
「嘘の防空服装」生田花世
川田順氏の歌碑、大川寺公園に建てる（☆記事）
「
女
流
作
家
が
観
た
南
方
女
性
」
加
日
５
回
完
「
丁
山
丸
暗
礁
」
海
野
十
三
８
月
昭
日
冊
回
完
軍
人
援
護
詩
歌
俳
句
・
日
本
文
学
報
告
会
提
供
（
☆
前
田
夕
暮
土
岐
善
麿
、
吉
井
勇
、
大
木
淳
夫
）
羽
日
２
回
完
「
無
医
郷
の
記
」
岡
良
一
６
日
３
回
完
「転域」戸水又徳
「
華
麗
島
」
長
谷
川
伸
ｎ
月
６
日
捌
回
完
「出版文化の新体制」河合清吾
共
栄
圏
へ
「
大
東
亜
文
学
選
集
」
日
本
文
化
と
生
活
の
姿
載
せ
て
刊行（☆記事）
「愉安」円地文子
「三宅花圃女史」葉椰子
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１１１０９８
２７２１１４７３２８２４１９１３〃２６５４３２４１８１５１０６２６
１２
１１８７２９ 2８
「
暖
流
艫
」
竹
田
敏
彦
四
年
１
月
１
日
伽
回
完
詩「国府ｌある冬の日に」富樫行人
「女性の成熟」板垣直子
「国民詩の問題」相川龍春
「曽良の旅日記」桂井未翁
詩「大空へ」相川龍春
「いのり」（☆短歌７首）木俣修
「
越
中
の
文
化
」
佐
賀
野
大
守
加
日
完
「溢れる戦争文学書」長田孝三
「
芭
蕉
翁
と
北
陸
道
」
木
勢
青
嵐
ｎ
月
３
日
５
回
完
「文学の進歩性」村田千秋
「批評について」相川龍春
「軍人援護と短歌」鹿児島寿蔵
「力としての文化」秋山英夫
「俳画展を観て」中田天泉
「猿倉城祉に立ち」佐藤種治
「父〃秋声〃のこと」徳田一穂
「秋声先生を偲ぶ」室生犀星
「先生の最後」舟橋聖一
「秋声文学の精神」楢崎勤刈日完
「
留
魂
記
」
大
坪
草
二
郎
四
年
５
月
６
日
Ⅲ
回
完
「大東亜建設と日本語」平田一郎
「明るい将来」生田花世
「俳句の世界」大沼沢模
「戦争と美術」肥後和男
「
越
中
と
家
持
」
藤
平
利
恕
、
日
完
「
決
戦
生
活
と
俳
句
」
富
安
風
生
犯
日
２
「
戦
争
と
俳
句
」
木
勢
青
嵐
加
日
３
回
完 ２
回
完
７６５４３２１
３０２０１９１６１２７２４２７８２４２２２１１７１０４２４１３３０１４９２１ 1８１２
童
話
「
空
の
兄
さ
ん
」
久
保
喬
丼
上
日
石
氏
観
迎
俳
句
会
抄
「新年文芸入選作（短歌、俳句）」
「
朝
夕
」
丹
羽
文
雄
２
月
、
日
仙
回
完
「大神宮参拝」（☆短歌８苣暁烏敏
詩
「
ラ
バ
ウ
ル
を
護
れ
」
暁
烏
敏
「歌と農村文化」芦田定蔵
「
『
時
』
の
窓
」
舟
橋
聖
一
３
月
５
日
〃
回
中
断
「地方婦人と教養」板垣直子
「
花
笠
翁
を
偲
ぶ
」
松
田
一
露
☆
こ
の
日
ま
で
夕
刊
発
行
「
戦
争
と
短
歌
」
与
林
秀
夫
ｕ
日
３
回
完
「日本のこ、ろ」梶井重雄
「
古
美
術
の
疎
開
」
野
間
清
六
皿
日
完
「
山
口
花
笠
翁
を
悼
む
」
篠
原
句
瑠
璃
妬
日
２
回
完
「
日
本
的
な
美
」
川
口
久
雄
羽
日
２
回
完
「芸能文化における快と美」赤松義麿
「
う
な
ば
ら
」
富
沢
有
為
男
８
月
砠
日
的
回
完
「千代尼も亦戦へり」中本恕堂
「北の海」桂井未翁
詩「驍敵サイパン上陸」土井晩翠
「母の喪中によめる」（☆短歌皿苣江戸きい子
「読書と食生活」中田邦造
「憤怒の火」浅野晃
詩「千手観音」宮崎孝政
「政変」（☆短歌９首暁烏敏
昭
和
十
九
年
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１１「上杉謙信」鷲尾雨工（☆高光一也画）
皿
３ １０９８
２５１６１４２２３２０〃１９１８
「
皇
国
の
急
に
赴
く
芸
術
」
蒲
生
欣
一
郎
加
日
３
回
完
「次の新小説・遠征家郷を思ふ・作者（尾崎士郎）の一一一一口葉」
「作句余滴」木勢青嵐
「大宮島の今昔」三宅雪嶺
「遠征家郷を思ふ」尾崎士郎
「
母
子
抄
」
水
芦
光
子
６
日
２
回
完
「ヒットラーとビスマルク」一一一宅雪嶺
「
俳
句
悲
願
」
中
西
舗
土
妬
日
２
回
完
「天翔ける神々」北村小松
「立山（３首）」吉井勇
「初鰄（５句）」前田普羅
（☆この年も「北国俳壇」「北国短歌」欄あり）
昭和二十年（８月まで）
８６５４２
２１２１９１１１７１７１２２２０１１ノ
附記・本稿は「昭和六十一年度特定研究・金沢地誌の総合
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
「新年文芸」（☆短歌、俳句）
「悼桂井未翁氏長逝」（☆９句）
「北国短歌」江戸さい子選
「蘆城俳壇一月抄」
「北国短歌」藻谷銀河選
「歌道報国会歌会抄」（☆江戸さい子篝
「小松月尚氏追悼会」（☆ｎ句）
「鳴呼ヒットラー」（☆５首暁烏敏
「戦ひ以外何の外交ぞ」徳冨蘇峰
〃西田哲学〃の博士逝く（☆記事）
「
境
、
西
田
博
士
」
小
島
武
味
皿
日
完
「新日本の帰道」村岡花子
「戦争終結に際して（５首）」江戸きい子
（昭和六十二年九月十一日）
四
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